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活性化するタイの地域健康影響評価 

地域健康影響評価（以下ＣＨＩＡ：Community Health Impact 
Assessment）は、タイにおいてこれまで長い間実施されてきた。その

手法は社会規範と信念を重視したものである。私達は相互のつながり

を信じており、祖先の精神と自然に敬意を表している。私達は自然資

源を、母なる大地、水神、米の神など、聖なる神としてとらえてい

る。例えば、タイの東北部のある地域では、だれも決してけがしては

ならないものであり、汚せば災害が起きるかもしれないという地域独

自の伝統的な規範も持っている。これらの信念によって、コミュニテ

ィ（地域共同体）が活動を開始する時は常に、村人達は全ての人が納

得するまで協議をすることになる。議論の過程においては、村民達が

そのコミュニティで行う政策決定に参加するよう招聘される。 

 

タイは近代化への準備を整えて以来、コミュニティの社会規範と信念

の価値を下げてきた。高度で複雑な科学/工業技術が地域の知恵に取っ

て代わったのである。環境影響評価（ＥＩＡ）は科学的な根拠を持っ

て導入された。従って、コミュニティの精神的な信念は徐々に配慮さ

れなくなる中で、それがコミュニティ内の対立(コンフリクト)へと進

んでいくことになる。 

 

2007年から現在まで、国家健康法の施行後、CHIAは健康的なコミュニ

ティを目指す健康政策のためのツールとして新しい活力が与えられて

いる。採鉱、産業、エネルギー、水管理といったプロジェクトや政策

によって影響を受けている、或いは受ける可能性のある30以上のコミ

ュニティがCHIAを実施している。その手順と手法は改良されている。

その最初の一歩はコミュニティの歴史、その発展、将来の検討であ

る。彼らの構想と最終目的を引き出して彼らにとっての健康の意味と

健康の決定要素を明確なものにする。彼らの健康に影響を及ぼす、或

いは及ぼす可能性のあるプロジェクト或いは政策について研究をする

こと。データ収集に社会的及び科学的手法を用いること。コミュニテ

ィ内外、双方における社会的コミュニケーションを考案すること。大

切なのは、全てのステップが公式的なものにとどまらず、持続的な非

公式の学習プロセスとして計画される必要があるということである。 

 

その大きなCHIAの取り組みは、地方そして国による公共政策の策定過

程、特に決定段階において有意義なものである。 3  
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タイにおけるHIA(環境影響評価)の動き 

 

国家健康法（仏暦2550年・西暦2007年）施行後のHIAの動向 
 

ネットワーク・パートナーによって開発されたHIAの究極の目的は、

タイ国民とタイ社会の福祉/幸福の向上を支えるためのツールとして

活用されることである。それは、強制というよりむしろ義務だと考

えられる。 
 

『HIAは２つの重要な法律のもとで施行された』 

 
3月19日 ―  国家健康法(2007年)の告示 
 

・11条  個人或いは団体は、公共政策から生じる健康

影響評価とその査定への参加を求める権利を擁する。個

人或いは団体は個人の健康またはコミュニティの健康に

影響を及ぼす可能性のあるプログラム或いは活動の許可

や行使に先立って国家当局から情報、説明、基本的な根

拠を得る権利を有し、そうした事柄についてそれぞれが

意見を表明する権利を持つ。 

・25条-5  国家健康委員会（NHC）は政策の策定と実施

という両段階における国家健康制度並びに公共政策から

生じる健康影響という点においてモニタリングと評定の

規範と手順を規定する権限と義務を有する。 

 

8月20日 ― タイ国憲法（2007年）発令  

 

・67条 第2項  当該の地域社会に対し、環境､天然資

源および健康の質に関して､重大な影響を及ぼし得るプロ

ジェクトまたは活動は、その実施に先じて、環境および

人々の健康の質における影響が研究および評価され、且

つ公衆及び利害関係者らに助言を求める為の公聴会が開

催され、環境､天然資源或いは保健の分野の民間団体や、

環境、天然資源或いは保健の分野における諸研究を実施

する高等教育機関からの代表者から成る独立した組織に

よって見解が得られた場合を除き、許可されないものと

する。 

『タイ社会における 

HIA制度と仕組みについて設計する』 

 

国家健康委員会事務局(ＮＨＣＯ)は、公共政策

から影響を受ける健康評価に用いる体制、仕組

み（メカニズム）、規範と手法の起草を作業グ

ループに指示した。その草稿は2008年、第一回

国家健康総会の議員によって決議１：タイ社会

におけるHIA制度と仕組みとして承認された。 
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『 NHCが最初のHIA規則と手法を告示し、 

ONEP(天然資源・環境政策計画局)はEIAにおけるHIAガイドラインを発表した 』 

 

１． NHC は Wiput Phoolchareon(ウイプット・フォールチャレオン)博士を HIA委員会の議長に任命した。 

２． NHCO は NHC に従属する機関であり、HIA 委員会事務局として機能する HIA 調整ユニット(HIA Co-Unit)を

設立した。 

３． HIA Co-Unit は HIA の規則と手法を起草した。学術論文、諸外国から学んだ教訓の再考察、また作業パー

トナーとの会合や関係部門の公聴会が行われた。 

４． 11 月 8 日、国家健康委員会委員長として、首相がガイドラインとして政府機関やその他の部門によって

使用される初めての HIA 規則と手法の声明に署名をした。HIA 委員会は今後の向上のため、規則の再検討

と改善、並びに NHCへの報告という任務を与えられた。 

５． 12 月 29 日、天然資源環境省は、コミュニティに多大な影響を及ぼす可能性のあるプロジェクトや活動に

対しての HIA ガイドラインを発表した。こうしたガイドラインは、憲法 67 条と合致して、EIA(環境影響

評価)報告を補完するものとなっている。 

６． CHIAプロセスは進化した。 

７． 2008 年アジア太平洋地域健康影響評価会議が開催され、東南アジア諸国連合(以下、アセアン)地域にお

ける HIA メカニズムの開発が提案された。 

８． “HIA：アセアン共同体のウェルビーイングの基盤”と題された公文書が社会的・文化的な柱の一つとし

て東南アジア諸国連合首脳会議で提案された。 

『 HIAは広く実施された 』 

 

・HIAはプロジェクトが認可されるために主にＥＨＩＡ(環境・健康影響評価)として行われた。 

顕著な例としてマプタプットプロジェクトがある。 

・CHIAは国中で奨励された。 

・HIAは国家健康法(2007年)‐11条で述べられている評価を要求する権利に準じて、様々な地域での実

施が勧められた。 

・HIAはタイ-EU自由貿易協定での政策決定段階において使用された。 

・健康開発における高級事務レベル会合は、各国がコーディネーターを任命し、またタイが構想開発

のためのワークショップを開催することを義務付けることで、HIAアセアンネットワークの設立を

支えた。 

・HIA規則の評定では、以下の結果が出された → EHIAのプロセス、特にパブリック・スコーピング

に関して問題がある。タイにおけるHIA人材が不足している。CHIA及び関連知識を構築する能力を

コミュニティが求めている。HIAプロセス及び関連知識の研究と発展が必要である。 

 
 

タイHIAの“4つの柱”は次のように設定された： 

 

１．HIA 委員会は…  HIA規則、手順、手法を進化させ、様々な部門/セクターがそうした規則に適合するよう働

きかける重要な機構である。✦HIA第 2版を評定し、改善した。✦HPP(Healthy public policy:健康的な公共

政策)の開発において、機関、特に地方行政機関が HIAを活用するよう奨励し、支援した。 

同委員会は、政策決定の一環として HIAの結果を提案するための、閣僚や関係局に直結可能な NHC下位の政

策機構である。 

２．HIA コンソーシアムは…  国内大学の研究者ネットワークとして、タイにおける HIA に関する知識体系の研

究と開発、全地域の HIA人材の構築や可能性に重要な機構である。✦大学院レベルの HIAカリキュラムを開発

した ✦短期研修用のカリキュラムを開発した  

同コンソーシアムは、コーンゲーン大学、チェンマイ大学、ナレスワン大学、マヒドン大学、プリンスソング 

ラ大学、ハットヤイキャンパスなど大学内 HIA研究開発ユニットを開始した。✦HIA方法論開発のために、 

例えば、国際貿易協定、採鉱や農薬による健康影響などの HIAのケーススタディをまとめた。 

３．地域の HIAネットワークは…  コミュニティのウェルビーイングにとって最も有益な発展を導く公共政策 

策定プロセスにおいて、コミュニティが共有、議論、交渉するために、HIAを実施し、情報を活用できるよう 

にコミュニティに権限を持たせる重要な機構である。 

同ネットワークはCHIA をケーススタディから学習空間・学ぶ場所へと向上させ、CHIAについての知識を総合 

的に扱った。✦「社会的及び自己決定への知的権限付与のためのCHIA」と題した第1回CHIA学会を開催した。 

４．アセアン(東南アジア諸国連合)におけるHIAネットワークは…  国境を越えた影響評価を支援するために、

アセアン共同体におけるHIAについて共有し、学ぶのに重要な機構である。✦HIAに関するアセアンネットワー

ク(AFPHIA)、付託条項 (TOR)と行動計画を共に設定した。✦地球温暖化による健康影響を研究するため 

にアセアンにおけるHIAのための技術ネットワークを立ち上げた。 
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なぜタイ国民はCHIAに関心を持つのか？ 
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国家健康法が制定された2007年に遡り、HIAは健康についての権利と義務に関する条項において

規定され、憲法を発布する際、HIAはコミュニティの権利についての条項に定められたが、HIA

を知る人の数は少なく、多くの人はEIAに類似するものであると考えた。望まない開発プロジェ

クトを中止するためにHIAを活用したいと思う人もいた。 

 

その頃、発電所、採鉱、工業、自由貿易協定など巨大プロジェクトはコミュニティに対して明

らかにネガティブな(悪)影響を及ぼしていた。EIAに関するコミュニティ情報や懸念、専門家主

導の政策決定の排除、作業過程における不適切な関与があり、EIAに対する拒否感が増大してい

る。例えば、政策レベルでの開発においてなど、全ての種類の開発に対してEIA の実施が許可

された訳ではない。EIAの報告結果はコミュニティの現実にしばしばそぐわないと判明してい

る。これらの信頼しがたいEIAの報告に基づいて認可されたプロジェクトは、文化生態学には不

適切であり、コミュニティの全ての面に影響を及ぼし、その結果、紛争へとつながっている。 

 

HIAはタイにおいて影響評価システムを遂行するために開発されている。その意図は、政策、 

プロジェクト或いは諸活動から生じる可能性のある肯定的また否定的な影響を分析、予測する

ための社会的学習プロセスを創出することである。影響評価は、国民に健康をもたらす政策決

定を支えるための、様々な適切なツールと一般参加型のプロセスとして活用することが可能で

ある。 

 

その結果、HIAは社会のツールであり、プロセスとして捉えられている。どんな公共政策が開発

されようとも、健康及び健康における平等はその政策において不可欠な要素となるべきであ

る。 

 

国家健康法の目的を達成するため、国家健康委員会事務局はコミュニティが自らHIAを実施でき

る能力の構築をしている。コミュニティの人々が政策策定過程に参加する際、その人々の手に

よる研究は役立つ。これが、いわゆるコミュニティを基盤とする健康康影響評価、CHIAと呼ば

れているものである。 

 

2009年、国家健康委員会はHIAに関する規則と手順を発表した。それらに従って、HIAは以下の4

つに分類される： １）コミュニティに重大な影響を及ぼす可能性のあるプロジェクトや活動

におけるHIA。これは2007年の憲法の67条と関連している。 ２）将来、コミュニティに重大な

影響を及ぼす可能性のある公共政策や企画立案レベルでのHIA。３）２００７年の国家健康法の

11条に合致するHIA。 ４）社会の共同/共有学習プロセスとしてのHIA。 

 

CHIAは、コミュニティにおいて相互学習を推進し、政策、プロジェクト、活動における意思決

定への参加を支援するという上記の4番目に分類される。この取り組みは、結果としてコミュニ

ティのウェルビーイングや健康における平等をもたらすことになるであろう。 
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              タイ国内事情における 

CHIAプロセスと手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

CHIAはコミュニティの将来についての決定に焦点を置くコミュニティ発展のためのツールとして捉え

られている。その強みは、HIAの適切なツールとプロセスでコミュニティ自らが立案することにある。

人々はまた自らHIAも実施する。結果として、それぞれのコミュニティの背景、生活様式や文化によっ

てツールやプロセスは異なる。 

 

このプロセスはボトムアップ(下位から上位へ)式のヘルスプロモーションの実践を生み出している。

そこでは、健康的な公共政策を展開し、コミュニティを強化し、良好な環境を創出することを通し

て、コミュニティは共同してそのプロセスを作り上げている。更に、この相互の学習プロセスは、思

考様式、全人的(ホリスティック)な健康についての理論的枠組み、自己健康管理能力(技量)、自助/自

立を調整することに役立っている。このプロセスは最終的に有病率、入院患者数、不必要な医療関連

費を最小限に抑える結果となっている。この成果は総じてコミュニティに対する医療業務や公共医療

が質量ともに向上することへと間接的につながっている。 

 

●●●●４つの作業ステップ 
●ステップ１ ツールを開発する  この段階は大変重要である。タイ国は人々が自身の健康を評価する

プロセス(PATHプロセス)を適用している。それは「コミュニティの健康」の定義を明らかにし、人々

のウェルビーイングについての将来ビジョンを決定し、あらゆる次元で健康の決定要因、特に社会的

要因を明確にすることから始まる。その後、各決定要因の指標を進展させ、ツールを検証し、ガイド

ラインを開発する。この段階では、語りが必須の技術である。 

 

●ステップ２ コミュニティの健康を評価する 来たる開発プロジェクトがコミュニティの健康の決定要

因に変化を起こすかどうか、どのように変化を起こすのか、肯定的な影響と否定的な影響の観点か

ら、コミュニティはそのプロジェクトを評価するために連帯して開発したツールを使用する。評価す

る中で、コミュニティの将来ビジョンは考慮される。どんな不確かな論点であってもそれを支持する

更なる証拠を見いだす必要がある。重要なこととして、情報の正確性と適切性について、コミュニテ

ィ、関連機関や専門家が定期的に確認する必要がある。この段階において、多くのツールが活用され

るが、中でも極めて重要とされるのは、生態系システム、生活様式、職業、資源（ハーブ、食料供給

源、上流森林）といったコミュニティの可能性/能力についてのコミュニティ地図作成や綿密なデータ

収集である。加えて、過去から現在に至る変化を見て、未来を予測するために予定表を作成すること

が欠かせない。その他有効なツールとして、質問表を用いての調査、徹底したインタビュー、フォー

カスグループ、ケーススタディ、フィールドトリップ、他団体との情報交換等がある。 

 

●ステップ３ 政策決定過程に関わる CHIAから収集された情報は、異なるレベルの政策立案者や関連す

るセクター/部門で考慮されなければならない。これは、コミュニティ、地方行政、国の政府機関内で

の意思決定、また法定審問の手続きのためにもなりえる。その最終目的は、市民が自分のコミュニテ

ィに最適な開発プロジェクトの選択を可能にし、地域社会の対立を解消し、開発プロジェクトから今

受けている影響、或いは受ける可能性のある影響を最小限にすることである。 

 

●ステップ４ 監視と評価をする 決定がなされた時点で、コミュニティは肯定的な変化と否定的な変化

の両方を評価するため、その影響を追跡調査する。コミュニティのツールが用いられるのだが、ツー

ルはその状況に応じて適切に調整される。 

 

特筆すべきは、一般市民とのコミュニケーションが社会の学習プロセスを創り出する極めて重大な役

目を果たすということである。この学習は、異なる見解でなく、情報、証拠、事実、正当な根拠に基

づくべきである。社会的なコミュニケーションは、また、関係者の意思決定にも影響を及ぼす。 
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鉄鉱石採掘権の要求 （ラムパーン県、トゥーン郡、メェトー村） 

“マエ ソド：鉄採掘から薬草の村へ” 

鉄採掘への反対から、その村がどんな村になりたいのかという疑問へ。 

ＣＨＩＡが行われた後、その答えが判った。その地域は、滝と2つの洞窟があり、多様

な保護薬草が育つメェト―川流域である。そこで、コミュニティは、自分達の故郷を薬

草とエコツーリズムのコミュニティにする選択をした。 

 

ワンサプンの金採掘、チャンカーン・ウムン村の鉄鉱石採掘、 

ルーイ県ナディンダムの銅採掘権の要求   “人々と鉱山：ルーイの未来” 

ルーイがワンサプン・カウアルアンにて2006年に初めて採鉱が公式に認可されて以来、そ

の地域で採掘は隆盛を極めてきた。その一方で、その鉱山周辺のコミュニティに暮らす

人々の血液中にシアン化物、水銀、鉛が検出された。また、外部の研究者も「鉱山隊」が

ルーイを侵害している、つまり、チャンカン・ウムン村での鉄鉱石採掘、ナディンダム・

ファイムアン村での銅採掘に押し寄せており、ワンサプン郡プーレックまで金採掘拡張が

計画されていることを発見した。より大局的に見れば、ルーイには、国境貿易、農業、採

掘、ツーリズムなど開発についていくつかの選択肢がある。ルーイの人々の課題とは、自

分たちの故郷の未来をどのように考えるかということなのである。 

 
ナコーンシータマラー県 シチョン タサラーの深海港と工業発展 

“沿岸漁業/黄金の入江/世界の自己認定食品生産者” 

開発プロジェクトに対するあらゆる形の反対が、ＣＨＩＡの活用を導く結果

となった。シチョン・タサラー村漁業ネットワークによって行われた調査に

よって、その地域が百種以上の魚の産卵場所であることを明らかになった。

それは、就労源、コミュニティの収益となり、年平均3億9千100万バーツを

生む。そこは世界各地へ食物を輸出する金の入り江である。結果、人々はナ

コーンシータマラー食品生産者保護ネットワークとして団結し、郷土が世界

全体のための食品生産地であり、自分達はその食品生産者であると自称し

た。 

 

ＣＨＩＡ実践地域 
 

試験的なＣＨＩＡの実践は2008年に始

まった。このツールを活用する殆どの

コミュニティは南部沿岸地域プロジェ

クトの対象地域であった。今日では、

CHIAは以下のような様々な政策立案レ

ベルで広く使われている。 

 

採掘政策 

エネルギー政策（バイオマスと石炭） 

南部沿岸地域政策 

ツーリズム産業政策 

 

最大出力9.4メガワットのバイオマスパワープラント計画 

〈チェンライ県、ウアンチャイ郡、ウィアンユア：Wiangneua〉 

ツーリズム開発プロジェクト 

〈パンンガ県、ヤオヤイ島  

: Yoa Yai Island〉  
 

トゥンカイ工業団地  

〈トゥラン県: Trang〉 

パクバラー港建設 

〈サトゥ―ン県: 

Stun〉 

 

ソンクラー港〈Songkhla〉 
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詳しくは… 

  

炭酸カリウム採鉱権要求 

〈ウドンタニ県：Udonthani〉 

最大出力9.95、7、及び9メガワットのバイオマス発電プロジェクト 

 〈ロイエット県、ムアン郡、ニュアムアン：Neua Muang〉 
最大出力9.9と17メガ

ワットのバイオマス発

電プロジェクト並びに

最大出力30メガワット

のバイオマス発電プロ

ジェクトの提案 

〈スッリン県、プラサ 

―・ムアン郡：

Prasat & Muang〉 

 

最大出力9メガワットの 

バイオマス発電プロジェクトの提案 

〈ウボンラチャタニ県  

サワンウィラウオン郡 

：Sawangweerawong〉 

 

最大出力600メガワットの石炭発電所 〈チャチョエンサオ県 パノムサラカム郡 カウヒン

ソーン：Khoa Hinsorn〉  “食物-石炭：農業地帯で異種交配する開発” 

パノムサラカム‐サナムチャイケット地域におけるエネルギーと農業開発政策では、最大出

力600MWの石炭発電所がカウヒンソーンの3,200ｋ㎡に広がる有機農業地域に出現すると発表

した。その中には、マンゴー園、海外に輸出されている高品質のコメやフクロタケ栽培も含

まれている。発電所は同じ水源から水を使用することになる。政策立案者が総合的な情報に

基づいて確認し、決定できるように、コンサルタンント会社がEHIAとともにCHIAを行うこと

を提案した初めてのプロジェクトである。このケースでは、コミュニティと政策立案者が一

緒になって食物と石炭における開発の方向を設定する必要性があることを明らかにしてい

る。 

ハラン食品工業団地〈パッタニ県: Pattani〉 

 

タイ‐マレーシア間ガスパイプラインとガス分離施設計画〈ソンカー県、チャナ郡：Chana〉 

“チャナの人々の失われた力の復元” 

国や世界に供給するエネルギーとは別に、ガス分離施設の周辺で暮らすチャナの人々はエネル

ギー産業が参入した後、コミュニティの変化に気付いた。宗教的価値より金銭を重んじる。コ

ミュニティはばらばらになり、地域外の人々がどんどん押し寄せてきた。 

そのプロジェクトに反対して10年、人々は打ち勝つことができなかった。再三再四、不当な扱

いを感じ、生活の選択も限られているように思えるのである。法制度とその機能に対する信頼

は薄くなっている。こうした障害を越え、彼ら自身の自信を取り戻すためにCHIAは用いられ

る。CHIAは、個人の生活と経験を尊重する公共政策を発展させるということを究極の目標とし

て、彼らの悲しみや苦痛を情報と知識に変えるために活用される。 
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he Thai Community Health Impact Assessment (CHIA) started in April 
2008 when the National Health Commission Office (NHC) in 
collaboration with  the Healthy Public Policy 

Foundation and the Research and Development Institute, Khon Kaen 
University hosted a workshop titled “CHIA Guideline Development”. 
Interested participants were from 14 communities, most of which 
were the target areas of industrial development stated in the Southern 
Seaboard Development Plan initiated by the government. After that, 
2 sequel meetings were held. In this regard, 8 cases were actually 
practiced by the communities. During working process, continual 
learning and sharing forums among practitioners from different area 
were done until the Southern CHIA Network was set up. Information 
and data gathered during that HIA practice were synthesized and 

In 2012, CHIA has been done in 13 areas affected by biomass power 
plants. Among these communities, 4 cases have been completed. 
This CHIA process led to the review in granting permission criteria 
for biomass power plants. Also, it was enclosed as an agenda in the 
National Health Assembly meeting in order to consider policy 
proposal in prevention and reduction of health impacts from biomass 
power plants. 

Over 5 years of CHIA development in Thailand, CHIA has been done 
in over 30 areas in various fields of policy, such as industry, mining, 
energy, etc. CHIA receives high attention and acceptance from the 
society. When the first academic CHIA conference titled “CHIA for 
Intellectual Empowerment towards Social and Self Determination.” 

 
 
 
 
 
 
 
 

Lesson 
LEARNT 

 

 
 
 
 
 

proposed to be an agenda for consideration during the meeting of 
the National Health Assembly in the end of 2009. NHC and the 
Cabinet approved to revise mechanism and procedures of the 
Southern Seaboard Development Plan by including all relevant 
sectors in the process so that the Plan actually meets the local 
capacity. 

 
In 2010, CHIA was done in areas affected by mining policies. The 
NHC; the Environmental Litigation and Advocacy for the Wants; and 
the Civil Society Planning Network hosted a capacity building 
workshop for mining-affected communities. Communities from 13 
areas attended the workshop and CHIA done by 2 areas obviously 
affected decision making of policy makers in both local administration 
and central government levels. During this time, more and more 
communities were keen on doing CHIA, especially those affected 
from industrial development, coal and gas power plants. 

was held last July, more participants than expected turned up (500 
from 300). These included people from all sectors; local communi- 
ties, state agencies, local administration, private sector, NGOs, 
consultants, scholars, students and media. In this conference, 2 
important lessons from CHIA practices in Thailand were reflected 
as followed: 

 
CHIA offers 4 benefits for Thai society: 1) a tool for 
development of public policies concerning health; 2) 
development  of  participatory  democracy;  3)  mutual 

learning of all sectors through practices and development; and 4) a 
tool for empowerment of civil society. The evidences of this can be 
seen from the following quotes: 

 
“Community power derived from HIA process is community identity 
which appears more in public space. The process is welcome from 
the new coming groups while the opposition groups are more open 
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タイのCHIAが始まったのは2008年の4月、国家健康委員会（HNC）が“CHIAガイドラインの開発”と題するワ

ークショップを健康公共政策財団とコーン ケン大学・調査開発機関らと共同して主催した時である。１４

のコミュニティから関心を寄せた人々が参加し、その殆どが政府主導の南部沿岸域開発プランで言及されて

いる工業開発対象地域のコミュニティからだった。その後、続いて２つの会議が催された。その際、８つの

ケース・スタディがそのコミュニティによって実践された。作業過程においては、異なる分野からの参加者

間で、継続的な学習・共有フォーラムが行われ、最後には南部CHIAネットワークが設立された。HIA実践は

総合的に扱われ、2009年末の国家健康会議開催中の検討課題となるよう提案された。NHCと閣僚は、南部沿

岸地域開発プランをその地域の能力に適合させるためにその過程において関連する全ての部門を包含するこ

とで、そのプランの体系と実施方法を修正することを認めた。 

 

2010年、CHIAは鉱物資源採掘政策によって影響を受ける地域で行われた。NHC、環境問題訴訟と支援活動

（Environmental Litigation and Advocacy for the Wants: Enlaw）、市民社会プランニングネットワーク

は、採掘で影響を受けるコミュニティのための能力構築ワークショップを主催した。13地域からのコミュニ

ティがそのワークショップに出席した。２つの地域で行われたCHIAは、中央政府レベルと地方行政レベル、 

両レベルにおいて政策立案者の政策決定に明らかに影響を及ぼした。この時期には、さらに多くのコミュ

ニティ、特に産業開発、石炭やガス発電施設などで影響を受けた人々がCHIAを実施するようになった。 

2012年、CHIAはバイオマス発電所によって影響を受ける１３の地域で行われた。これらの地域のうち４つ

のケースが完了している。このCHIAのプロセスは、結果としてバイオマス発電所に対する許可基準の再考

察をもたらした。更に、国家健康会議の総会では、バイオマス発電所による健康影響の予防と削減につい

ての政策案を考察する目的で、検討課題として盛り込まれた。 

 

5年以上にわたってタイのCHIAは開発され、工業、採掘、エネルギーといった様々な政策分野、において

30以上の地域で実践されてきた。CHIAには社会から高い関心と支持が寄せられている。昨年の7月、“社

会的及び自己による決定への知的エンパワーメントのためのCHIA”と題する初めてのCHIA学会が開催され

た時、300人から500人にも及ぶ予想以上の参加者が来場した。地域コミュニティ、国家機関、地方行政機

関、民間セクター、NGO、コンサルタント、学者、学生、メディアなどあらゆる分野の人々であった。こ

の会議では、タイにおいて実践されたCHIAから学んだ２つの大きな教訓が次のように反映された。 
  

 

① CHIA はタイ社会に 4 つの恩恵をもたらした。１）健康に関する公共政策を発展させるためのツール 

２）参加型民主主義の発展 ３）実践と開発を通してあらゆる部門/分野間の相互学習 ４）市民社

会のエンパワーメントのためのツール の４つである。次の引用文からこの根拠が得られる。 

 



 
 

2 

to different opinions. Though the community is not very certain about 
their roles of data collection, they trust in the power of the whole 
community which stands up together...So far, we have not passed 
much information to policy-making level. Instead, we share it with 
media, scholars, Local Administrative Organizations, the Regional 
Office of Environment, the Foundation for Consumers, etc... 
However, today working capital will be important for designing future 
work to achieve constructive public policies. We will stand up as 
producers and protectors of food resources of the world. The path 
may seem far but we will reach there as now we have come so far 
from the beginning. The rest is today and tomorrow, and we will 
walk there together...” Pavinee Chaipak, CHIA practitioner, Chana, 
Songkhla Province. 

communities to gain confidence in standing up and fighting despite 
the results... Today, the draft is proposed to HIA Commission but it 
does not mean that this is the end. Rather, this is the beginning of 
the sharing of what is learned. We hope the voice from an individual 
will come together and create greater change in the society...” 
Kobmanee Leutpichitkul,  CHIA  practitioner,  Cha  Cheong Sao 
Province. 

 
With CHIA, impact assessment will be done cautiously, 
thoroughly, and fairly for all as it consists of 4 significant 
characteristics. 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“The important key of CHIA is not to fight with the rivals but to build 
intellectual power in order to take community out of the conflict, or 
at least to avoid physical attack. Our community chose to use 
intellectual power and the tool called “CHIA”. The then beginning 
led us away from conflicts with Chevron Company and the coal 
power plant. We built process which defined our own future and 
identified that “We are food producers and the whole area is used 
for food  production  for  our  friends  in  the  world...’’ Prasitchai 
Noonual, CHIA practitioner, Sichol-Tha Sala, Nakornsrithammarath 
Province. 

 
“Throughout 2 years of CHIA process, it is to learn that this process 
does not focus on the “end” but its efficiency is derived from the 
“means”. It begins with a small group of people who are aware, love 
and cherish their homeland. They are weaved together with friends  
 
who share similar ideology. Together, they learn and search for true  
 
capacity of communities via internal and external communication 
which reinforces the process. Every little bit supports and empowers 

 

 

Community  c 
 
 
 

Health H 
 
 
 

Impact  I 
 
 
 

Assessment A 

 
＝  Core Value : 

core values 
 

 

Holistic : 
Regard health with holistic 
approach 

 

Integration : 
Understand connection of health 
impacts in every dimension 

 

     Apply : 

in assessing impacts 
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「HIAプロセスから派生したコミュニティパワーとは、公共の場においてより多く現れるコミュニティの独

自性である。そのプロセスにおいて、反対勢力が異なる考えに対して更に寛容になるとともに、新たに参加し

た人々はその作業を喜んで受け入れる。コミュニティはデータ収集における彼らの役割についてあまりよく理

解していないが、共に立ち上がる地域一丸としての力を信じている… これまで私達は政策立案レベルであま

り情報を流してこなかったが、今はメディア、学者、地方行政機関、環境地域事務局、消費者財団などと情報

を共有している… しかし、今日、建設的な公共政策を達成するために今後の活動を考案するには財源が重要

となるだろう。私達は世界の食糧資源の生産者、また保護者として立ち上がる。その道は遠くみえるかもしれ

ないが、その始まりからここまで来ているのであるから、そこには到達できるだろう。残りは少し、ごく近い

将来。私達は共に歩む…」 Pavinee Chaipak  

パウィニー・チャイパ、CHIA実践者、ソンカー県 

 

「CHIAの重要な鍵となるのは、競争相手と争うことでなく、コミュニティにおける対立を解消するために、ま

た少なくとも物理的な衝突を避けるためにも、知的なパワーを構築することである。私達のコミュニティは知

的パワーとCHIAと呼ばれるツールを使うことを選択した。その始まりとして、シェブロン会社と石炭発電所と 

の対立から私達を解放した。私達は食糧生産者であり、地域全体が世界の友人のための食糧保護に活用されて

いると認められる過程を構築した…」Prasitchal Noonual   

プラシッチャイ・ヌーヌアン、CHIA実践者、シチョン‐タサラ、ナコーンシータマラ県 

 

「2年のCHIAプロセスを通して、この作業がいわゆる“結論”でなく、その“手段”から派生する効果的な

働きに焦点を合わせていることを学んでいる。それは、何かに気付き、自分達の故郷を愛し、大切にする小グ

ループで始まる。似通った考え、価値観を共有する友人らと共に作り上げられる。彼らは、その作業を補強す

る内部及び外部コミュニケーションを用いてコミュニティの真の可能性を共に学び、探求する。どんな些細な

ことでも、その結果の如何を問わず、コミュニティが立ち上がって問題に向き合うことへの自信を得るための

支えとなり、力づけになるのである… 今日、その草稿はHIA委員会に提出されるが、これは終わりではな

い。むしろ、学んだことを共有するはじまりである。団結し、社会により大きな変革をもたらそうという個人

一人一人からの声に期待している…」Kobmanee Leutpichitkul  

コブマ二ー・ルッピシックン、CHIA 実践者、チャチェン サオ県 

② CHIA を用いて、影響評価は４つの特徴的な指標全てにおいて、注意深く、徹底的に、且つ正し

く行われる。 

Community = C = Core Value: コミュニティの基本理念に重点を置く 

Health=     H = Holistic: 心身一体的(全人的)アプローチで健康を捉える 

Impact=      I  = Integration: 健康影響のあらゆる面における関連性を理解する 

Assessment= A = Apply: 影響を評価する際に異なる多様なツールを適用・応用する 
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タイCHIA  

未来へのステップ 

理想的な「HIA」像を見直した。手短に言えば、HIAは強制というよりは、義務たるべきだということであ

る。HIAは、地域コミュニティ、プロジェクト、プログラムから政策レベルに至る、公衆衛生における公共

政策の全てのレベルにおいて一つの文化となるべきである。全ての利害関係者は相互信頼、理解、HIA利用

権・所有権を共有するべきである。重点が置かれるべきは参加と学習作業である。最後に、HIAは、学際的

な分野からの人々によって共有され、公衆衛生部門のみの責任でなく、社会的責任として認識されるべき

である。 
 

タイのHIAは４つの重要な柱から成っている。HIA委員会、HIAコンソーシアム、CHIAネットワーク及び東南

アジア諸国連合におけるHIAネットワークである。作業過程を学び、共有することはこの４つの柱の中で規

則正しく実践され、社会とのコミュニケーションは持続的に行われ、特に国家HIAフォーラムは毎年開催さ

れる。 
 

今日では、様々な場所のコミュニティがCHIAをについて学び、実践することを始めており、また自分達で

CHIAを行うことの恩恵に気付いているコミュニティもある。こうしたコミュニティの数は増え続けてい

る。今やHIAは専門家達の手から抜け出て、タイの人々はその所有権を自分達が持っていると感じ始めてい

ると言える。HIAは公共政策過程における一つの文化となりつつある。 
 

とはいえ、タイのHIAの一つの柱であり、力をつけてきているCHIAであるが、幾つかの課題に直面してお

り、克服すべき最も困難な課題がパラダイム転換である。それには、以下のようなことが含まれる。 

① 健康パラダイム：タイ政府は、健康パラダイムをウェルビーイングという概念に変える努力を 10 年以

上にわたり行ってきたが、多くの人々はまだ健康を病気といった側面でしか捉えられず、特に健康の

社会的な決定要因(SDH)といったことへの理解はない。これは、特に HIA が政策決定レベルで提案され

る時には、結果として論争と論議をもたらしている。共通して求められているのは、HIA プロセスによ

って「病(課題)」に取り組み、可能な「治療(解決策)」が実施されることである。そこで、問題は、

タイの人々が心身一体的(全人的)なアプローチで健康を考えることができるようにする過程をいかに

作り出すかである。 

② 影響評価：CHIA はタイの HIA システムの一部であり、HIA は、EIA、SEA、SIA、都市計画評価、環境安

全評価といった様々なツールから成るより大きな影響評価システムに帰属している。研究者や技術

者、特に健康/保健部門外の人々のなかには、どのように CHIA が有益であるのかがわからないという

人もいる。そこで、いかに、活動家やコミュニティ強化に携わる人々、そして学術的専門家や政策立

案者の心を開かせ、各自の仕事に CHIAを適用してもらうか？ 

③ コミュニティの権利の保護：開発プロジェクトによって侵害されているコミュニティは、そのプロジ

ェクトに反対するツールとして HIA を使いたいと思っている。どのようにして、彼らがそれを越えて

前進し、地域の環境保護文化に根差したコミュニティの未来を真に創造するツールとして CHIA を使う

ことができるのか？ 

 

CHIAはいまだ初期段階である。よって更になされるべきことが山積みである。その動きを強化し、継続す

るために以下のことを含む重要な使命が3年の間に完遂されなければならない：  １）キーコンセプト

（主要概念）、知識、CHIAのガイドラインと異なる分野での応用についての明確な理解の構築  ２）変

化を生みだすための、質の観点から見た十分なクリティカル・マス（分岐点となる普及率）の創出  

３）様々な政策分野、例えば、都市計画、エネルギー政策、食糧安全保障、災害管理、国際貿易など、

CHIAの具体的な適用の創出など 

2009年、HIA委員会は「これから5年後のタイのHIAはどうあるべき

か？」と題してワークショップを主催した。地域のコミュニティ、地

方行政機関、国家機関、NGO、民間団体、様々な分野の研究者など、 

多種多様な部門からの参加が見られた。これによって、人々は 



 
 

      HIAの事例集１  Man & mine: future of Loei  
 

 

 
 

HIAの事例集２ Community Health Impact Assessment 
A case of Generator at Khao Hinsorn sub-district,  

Phanom Sarakham district, 
 Chachoengsao province, Thailand 

 
発行：National Health Commission Office, Thailand (2012) 

 



この冊子について 
 
この冊子『活性化するタイの地域健康影響評価』は、タイ国家健康委員会事務局の

健康影響評価コーディネーティングユニット（Health Impact Assessment Coordinating 
Unit, National Health Commission Office, Thailand）が、2012年9月にカナダ・ケベック

シティで開催された「健康影響評価に関する第12回国際会議（HIA2012）」に向けて

英語版として作成した『Revitalizing Thailand’s Community Health Impact Assessment』
を日本語に翻訳したものです。 
 
タイ国家健康委員会事務局は、2007年に施行された国家健康法（National Health 

Act）の推進組織として設置された組織です。水俣学研究センターが、2012年12月1日
に開催した「健康影響評価に関する国際フォーラム」に、タイから招聘したアンポ

ン・ジッタワンダ氏（Dr. Amphon Jindawatthana.）は、この組織の最高責任者（事務

総長）であり、ソンポン・ペンカン氏（Ms. Somporn Pengkam）は、健康影響評価コ

ーディネーティングユニットのリーダーです。 
 
わが国において、「健康影響評価（ヘルスインパクトアセスメント）」は、2008年

に産業医大の藤野善久氏らによって公衆衛生学雑誌において初めて紹介されたものの、

保健・医療・福祉の分野においてもいまだなじみが薄く、活用事例も極めて限られて

いるのが現状です。一方、タイにおいては、2007年憲法の67条第2項に、並びに、同

時に施行された国家健康法の11条と25条において、「健康影響評価」の実施について

の規定が明示されています。また、この冊子においても紹介されているように、環境

/健康リスクおよびそれらに起因する影響評価を専門家（研究者やコンサル）の手に

委ねるのではなく、当該地域住民の深い関与/参画による「地域健康影響評価」が、

全国的に展開され成果を上げつつあります。 
 
形骸化した「環境影響評価（環境アセスメント）」の問題点を明確にし、健康の社

会的決定要因（Social determinants of health）の考え方に基づく政策・施策・事業の評

価ツールとしての「健康影響評価」の意義と必要性を広く共有し、その法制化/制度

化に向けた取り組みを進めることが、わが国においても求められているのではないか

と考えます。 
 

熊本学園大学水俣学研究センター 
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